
2019年（令和元年）5月版

●総務室 ●企画室 ●製品化支援担当

●電子システム担当 ●有機・発酵担当

〒689-1112 鳥取市若葉台南七丁目1番1号　TEL（0857）38-6200（代表）／FAX（0857）38-6210

●機械・計測制御担当 ●無機材料担当

〒689-3522 米子市日下1247　TEL（0859）37-1811（代表）／FAX（0859）37-1823

●水畜産食品担当 ●農産食品・菓子担当

〒684-0041 境港市中野町2032番地3　TEL（0859）44-6121（代表）／FAX（0859）44-0397

■交通アクセス

◆米子空港よりタクシー 40分 約7,500円

◆JR米子駅よりタクシー 20分 約4,000円

　　　　　　　バス 40分 500円

　　　　　　　（福万行き日下バス停下車徒歩15分）

◆JR伯耆大山駅よりタクシー 15分 約2,000円

　　　　　　　バス 15分 260円

　　　　　　　（福万行き日下バス停下車徒歩15分）

◆米子空港よりタクシー 10分 約2,000円

◆JR境港駅よりタクシー 5分 約1,000円

◆JR境線上道駅で下車徒歩 5分
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◆鳥取空港よりタクシー 35分 約5,500円

◆JR鳥取駅よりタクシー 15分 約3,000円

　                 バス 25分 380円

　　　　　　　（若葉台線、若桜線：若葉台南6丁目バス停下車徒歩2分）

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・

　（所用時間、タクシー料金は目安です。交通状況により変動することがあります。）

■交通アクセス
　（所用時間、タクシー料金は目安です。交通状況により変動することがあります。）

■交通アクセス
　（所用時間、タクシー料金は目安です。交通状況により変動することがあります。）

本部（役員、総務部、企画・連携推進部）、
電子・有機素材研究所【鳥取施設】  

機械素材研究所【米子施設】

食品開発研究所【境港施設】

ホームページ https://www.tiit.or.jp/E-mail tiitkikaku@tiit.or.jp

技術

支援

機器

開放

研究

開発

人材

育成

企業のみなさまの
研究室です。
お気軽にご相談ください。 業務案内・ご利用の手引き
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ご利用案内（利用日時）

平日（月曜日～金曜日）（国民の祝日及び12月29日から1月3日を除く）

午前８時30分から午後５時15分まで（機器利用は原則として午前9時から午後５時まで）

支援内容

研究開発
技術移転を意識した
研究開発を行っています
新たな素材開発研究や製品開発研究を行っ
ています。

研究

開発

受託・

共同

研究

起業化支援
研究開発の場所として利用できます

起業化

支援

人材

育成

技術支援
各分野の研究員が対応します
研究員が、技術開発・改善、新商品開発等の
技術相談に応じます。
料金／無料

技術

相談

現地

支援

※各施設の技術支援分野について
【鳥取施設】電気・電子、有機材料、発酵生産の分野
【米子施設】機械、計測、金属・無機材料の分野
【境港施設】農畜水産物、機能性食品、バイオテクノロジー等の分野

フットワーク良く伺います

皆さまと一緒になって研究開発を行います 研修事業や講習会を開催します

利用・分析
開放機器をご利用ください
計測、分析、試験、測定、加工などの試験研究
用機器をご利用いただけます。
料金／有料 (※詳細は別冊参照)

機器

開放

開放施設も整っています
試作試験室・実験室や会議室等の施設の貸し
出しを行っています。
料金／有料 (※詳細は別冊参照)

施設

開放

依頼

分析

お気軽にご相談ください
試験分析・測定・加工等を行います。
料金／有料 (※詳細は別冊参照)

（4～5ページ参照）

（8～9ページ参照）

■…鳥取施設

■…米子施設

■…境港施設

企画室

● 財産管理、一般庶務 他

● CAD/CAEによる製品設計支援、
　グラフィックデザインによる技術支援

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター組織体制 （平成31年4月1日 現在）

● 予算、人事、財産管理、一般庶務 他

● 各種有機材料の機能化技術、加工技術、
評価技術に関する研究開発・技術支援

● 日本酒、焼酎、ワイン等の酒類等発酵食
品や発酵微生物の研究開発・技術支援

● 広報、技術情報、知的財産

● 人材育成、研究企画、産学金官連携

● 財産管理、一般庶務 他

● 機械加工、接合技術、製品設計、自然エ
ネルギーに関する研究開発・技術支援

● 機械計測・システム制御・自動化・省力化
技術に関する研究開発・技術支援

● 財産管理、一般庶務 他

● 水畜産物等の食品加工技術、食品の流
通保全・品質評価技術、バイオテクノロ
ジー応用技術、機能性評価技術に関す
る研究開発・技術支援

● 農産物等の利用・加工技術、機能性素材の
応用、農商工連携・6次産業化・菓子に関す
る研究開発・技術支援

● 食品の衛生管理、製造工程管理に関す
る相談、HACCP等の認証取得に関する
相談対応・現地調査・講演会・講習会

● 金属材料・セラミックス等の無機材料に
関する分析、表面処理技術、環境リサイ
クル技術に関する研究開発・技術支援

総務担当

電子システム担当

製品化支援担当

有機・発酵担当

総務担当

機械・計測制御担当

無機材料担当

総務担当

水畜産食品担当

農産食品・菓子担当

食の安全・安心
プロジェクト
推進事業担当

総務室総務部

電子・有機素材研究所

（6～7ページ参照）

食品開発研究所

機械素材研究所

企画・連携推進部

● 制御技術、計測技術、ソフトウェア技術、
信頼性評価技術等に関する研究開発・
技術支援

…本部

本 部

理事長 参与

監　事

理　事

■生産性向上のためのＡＩ・ＩｏＴ・ロボット技術分野

●今後急速に発展し、県内企業においてもその活用が急務であるAI・IoT・ロボット等先端技術分野について、県が推進す
る関連事業や県内外の関係機関とも連携しながら、県内企業の生産性向上に貢献していきます。

●AI・IoT・ロボット技術の実装を支援するための拠点整備を行います。

●拠点機能により、企業の導入前試験や検証を企業技術者とともに実施するなど、AI・IoT・ロボット等先端技術の企業現場
への導入を推進します。

●境港産水産物の高品質冷解凍・保管技術に係る実用化技術の開発や品質保証付き「美味、絶品蒸しガニ」開発に向けたカ
ニ原料品質（身入り）の自動選別技術確立等により“境港品質・境港ブランド”の構築を目指します。

●ファストフィッシュに繋がる当センター開発の食品加工技術（魚肉接着技術等）の実用化を目指します。

■豊富な水産資源を活用した高付加価値食品開発分野

●自動車製造に求められる軽量化と低コスト生産について、県内企業と共に技術開発に取り組みます。

●研究会活動や各種人材育成事業により、素材と製造プロセスの開発支援を行います。

■次世代自動車関連部品の生産技術分野

産業技術センター第4期中期計画における重点分野

〇起業化支援室（インキュベーションルーム）
料金/有料 (※詳細は別冊参照)

〇新事業の創出、新分野進出のための支援

〇企業現場の技術的課題に対応したオーダー
メイド型の研修 (※10ページ参照)

〇技術の高度化に対応できる産業人材の育成 
(※1１ページ参照)

〇受託研究/新規事業展開へのアイデアがある
県内企業等からの受託研究に取り組みます。

〇共同研究/企業が抱える研究課題について共
同研究を行います。

研究員を派遣し、生産現場等での技術的課題
の解決や技術移転等を支援します。
料金／有料 (研究員１人１日当たり5,000円の
手数料と旅費の実費をご負担いただきます。)

計画期間 2019年4月～2023年3月



電子・有機素材研究所です。
TEL 0857-38-6200（代表）

電気電子、有機材料、発酵生産に関するものづくり分野の技術に係る技術支援や研究開発を行っています。
TOTTORI  INSTITUTE OF INDUSTRIAL TECHNOLOGY

電気・電子関連製品などの制御技術、計測技術、ソフトウェア技術、信頼性評価技術等に関する
研究開発・技術支援を行っています。

■電子回路設計

【研究開発】
●画像処理を用いた工業製品の自動検査装置や、ロボットビジョ

ン等に関する研究開発に取り組んでいます。
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電子システム担当

●様々なセンサや無線通信、ネットワークを活用したIoT技術に関
する研究開発に取り組んでいます。

■振動試験機

各種有機材料の機能化技術、加工技術、評価技術に関する研究開発・技術支援を行っています。
日本酒、焼酎、ワイン等の酒類等発酵食品や発酵微生物の研究開発・技術支援を行っています。有機・発酵担当

【研究開発】
●プラスチック、紙、県産有機資源等に関する研究開発に取り組

んでいます。
●地域特産品を活用した酒類や発酵食品の開発に取り組んでい

ます。

【技術支援】
●電気・電子関連製品に関する技術支援、機器開放等による支援を行っています。

●電気製品の電磁波測定や温度変化、振動試験などの信頼性評価試験を行うことができます。

●電子回路の設計や試作、組込みIoT製品に関する技術研修を行うことができます。

【技術支援】
●プラスチック、紙、県産有機資源および、酒類、発酵食品に関する技術相談、依頼分析、機器開放等による支援を行っています。

●工業製品の異物・揮発成分解析、耐候性の評価や強度等の材料試験を行うことができます。

●清酒製品の試作開発や技術研修、食品中の窒素やタンパク質分析を行うことができます。

■耐候性試験 ■材料試験 ■食品中の窒素、タンパク質分析■音響測定

射出成形機と成形試料

樹脂の成形、複合、接合等の研究開発に取り組んで
います。

酒米 麹菌 品質評価

酒米(精米後) 酵母

キセノンテスター 材料強度試験機 自動ケルダール分析システム

■電波暗室 ■光学測定■組込みシステム開発 ■異物分析 ■揮発成分解析
赤外分光光度計(IR)

システム構成の一例

動作確認や
データ

各種センサ データ
取得

通知

メール等

クラウドクラウド

制御部
(マイコン)

データ集積 処理
データ

想定する活用用途

工業分野

●稼働状況管理

●異常通知

●工程管理

農業分野

●環境データ収集

●水やり等の自動化

●機器の遠隔制御

赤外線
センサ

静電容量
センサ

加速度
センサ

■酒類の試作
高分解能揮発有機化合物分析装置 清酒製造システム



機械素材研究所です。
TEL 0859-37-1811 TOTTORI  INSTITUTE OF INDUSTRIAL TECHNOLOGY

無機材料担当 金属材料・セラミックス等の無機材料に関する分析、表面処理技術や
環境リサイクル技術に関する研究開発・技術支援を行っています。

【技術支援】

【研究開発】

■切削加工シミュレーション

【研究開発】

切削工具や加工条件のデータから切削現象をシミュレーション

し、目視では捕らえにくい微細・高速な加工現象の見える化が可

能です。工具形状や加工条件の最適化を行うことができます。

■金属材料の機械的特性の評価

■加工現象解析システム

高速度カメラとサーモグラ

フィを同期させ、切削加工中

の切りくずの挙動と温度の

同時評価が可能なシステム

です。耐熱鋼やＣＦＲＰ等の難

加工材の切削現象を解析す

ることができます。

機械加工・接合技術・製品設計・自然エネルギーに関する
研究開発・技術支援を行っています。機械・計測制御担当

ドリル加工の例 旋盤加工の例 ３Ｄプリンター試作品(塗装)３Ｄ CADデータ

■３Ｄデジタルものづくり

ものづくりにおける設計、試作、評価を行う「クローズドループ

エンジニアリング」を支援します。製品開発の高度化と高付加価

値化を行うことができます。

【技術支援】

■炭化バナジウム膜の切削工具への適用技術の確立 ■低合金鋼の結晶粒微細化による強度特性の向上 ■吸着材への応用を目指した造粒体製造方法の開発

■表面処理技術による材料の高機能化

温度条件の異なる鍛造加工後の鉄鋼ミクロ組織
(左：冷間加工、右：温間加工)

輸送機器用低合金鋼部品の

軽量化・高強度化を目指し、

鋼の表面近傍の結晶粒を微

細化させる加工と熱処理の

プロセス技術を検討してい

ます。

試験後SUS304材の
XRDパターン

炭や粘土鉱物等の地域資源

を安価で高機能な吸着剤へ

応用することを目指し、高い

吸着容量を発現する造粒体

を調整し、その製造方法を

確立しました。

電界放出型走査型電子顕微鏡
（FE-SEM）

FE-SEMで観察した吸着材原料
（ハイドロタルサイト粉末）

造粒製品（粒径約1mm）切削加工実験

炭化バナジウムコーティング工具

微細加工や高精度加工など

切削加工技術の高度化を目

指した研究を行っています。

炭化バナジウムという非常

に硬い膜に着目し、この膜を

切削工具にコーティングす

ることで、摩耗しにくい工具

を開発しました。

工具摩耗測定結果の例 穴位置精度評価用器物 補正後の実験結果

■３Ｄプリンターによる造形品の評価に関する研究

三次元造形品のものづくり

現場への導入促進を目的と

し、造形精度向上に関する

研究を行っています。より高

精度に造形するための３D

モデ ル の 作 成 方 法やセッ

ティング方法を明らかしたこ

とで、組み付けや評価を可

能とする試作品や冶具等の

製作を行うことができます。

造形時のセッティング評価

引張試験、硬さ試験、組織観察を通じて、機械部品等の強度特

性を評価します。蛍光X線分析やICP発光分光分析により材料

の成分分析も行います。破面観察や異物解析などもご相談下

さい。

めっき等表面処理に関する技術、製品評価を支援します。めっ

き皮膜の各種評価、電子顕微鏡を使った表面観察、塩水噴霧試

験や耐候性促進試験による環境試験を行います。

■産業用ロボット

生産工程等の自動化・省力

化を支援します。産業用ロ

ボット導入に向けた検証試

験やものづくり企業におけ

るロボット技術者の人材育

成などを行うことができます。

材料試験機による引張試験 塩水噴霧試験機

鉄鋼材料破面のSEM像 アルミの陽極酸化処理断面の
SEM像

機械・金属分野での素材から加工までの「ものづくり技術」に係る技術支援や研究開発を行っています。
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【研究開発】
●食品成分が持つ「脂肪蓄積を抑制する効果」「美白効果」など

の機能性を培養細胞を使って調べる研究等を行っています。

食品開発研究所です。
TEL 0859-44-6121

農畜水産物の加工や機能性食品、バイオテクノロジーなどの技術支援や研究開発を行っています。
TOTTORI  INSTITUTE OF INDUSTRIAL TECHNOLOGY

【研究開発】

■ＯＲＡＣ測定システム

食品の「抗酸化性」の機能性

を少量の試料で評価するこ

とができます。

■ ■ウイングミル

●西条柿ピューレの微生物低減化技術やゲル化抑制技術、渋戻
り抑制技術の開発等を行っています。

食品の香気成分あるい

は異臭・悪臭原因物質の

探索等を行うことができ

ます。

あらかじめ乾燥させた素材

であれば、油分を含む大豆

などのパウダー化や海産

物等も粉砕を行うことがで

きます。

水畜産物等の食品加工技術や食品の流通保全・品質評価技術、バイオテクノロジー応用技術、
機能性評価技術に関する研究開発・技術支援を行っています。水畜産食品担当

農産物などの利用・加工技術や機能性素材の応用、農商工連携・6次産業化・菓子に関する
研究開発・技術支援を行っています。農産食品・菓子担当

●通電加熱処理により、凍ったまま魚肉を接着し、魚肉片や小魚
等を大型成型化する研究等を行っています。

大型成型化した魚肉と通電加熱装置 西条柿ピューレと裏ごし機

【技術支援】 【技術支援】

●植物素材の特長を生かした菓子等の加工食品の開発を行っています。

●食品中の成分や微生物の分析、物性の測定を通して、水畜産
物の高品質化や品質保証に関する技術支援を行っています。

●味やにおいを客観的に測定する機器を用いて、食品の特性評
価に関する技術支援、新商品提案等を行っています。

●培養細胞を用いた機能性評価技術および美容素材に関する
技術支援を行っています。

●細胞の３次元化培養技術の活用に関する技術的支援を行っ
ています。

■

培養中の培養細胞、細菌、組

織片、三次元培養塊等の、広

範囲な視野や厚みのある試

料の観察ができます。

●商品開発支援棟を活用し、原材料から商品の試作、品質評価
まで一貫した支援を行っています。

●農産物等を活用した加工食品の高品質化や機能成分の評価、
食品表示、安全性に関する技術支援を行っています。

■

果汁だけでなく、ピューレ

のように粘性が高く繊維質

を含む素材やドレッシング

のように小さな固形物を含

む液状食品等を殺菌処理

することができます。

■食品物性試験機

弾性や粘性などの食品の物

性の測定を行うことができ

ます。

クリープメーター

小容量液体連続殺菌試験装置オールインワン蛍光顕微鏡

ガスクロマトグラフ質量分析計

野菜パウダー等を添加したカラフルな米粉クッキー

08 鳥取県産業技術センター 09Tottori Institute of Industrial Technology

食品開発研究所では、鳥取県からの委託を
受け、「食の安全・安心対応 ワンストップ相
談窓口」を開設しています。

　この窓口では、鳥取県経済成長戦略における「食の安全・安

心への対応による差別化対策」に基づき、認証取得や衛生管

理対策への支援により県外・国外への取引先・販売拡大を目指

す目的で設置され、２名の専門員が食品の衛生管理や製造工

程管理に関する相談やHACCP、ISO22000、健康食品GMP

等の認証取得に関する相談の対応と、現地調査や講演会、講

習会を実施しています。

個別企業への
対策提案

研修会等の
開催

専門コンサルタント
等の紹介

衛生管理対策で困っている 認証を取得したい

食の安全・安心対応
ワンストップ相談窓口

２名の専門
職員を配置

衛生管理等の相談対応 ▶ 現地調査 ▶ 取組方針の決定

食の安全・安心対応
ワンストップ相談窓口

食の安
全・

安心プロ
ジェクト

推進事
業

牛乳100mlに、赤ビーツ約2g
を浸して、牛乳を着色する。

ほうれん草は、スチー
マーで蒸して色止めし、
乾燥する。 粉砕機でパウダーにする。

かぼちゃは、皮をむき
薄くスライスして、乾燥
する。 粉砕機でパウダーにする。

ほうれん草

かぼちゃ

赤ビーツ

赤ビーツは、皮をむき薄
くスライスする。
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 １． 電子部品の信頼性技術

 ２． ハードウェア／ソフトウェア制御技術

 ３． 電気・電子製品の材料利用技術

 ４． 紙製品の製造技術及び製品性能評価技術

 ５． プラスチック成形加工に関する研究

 ６． 機能性材料に関する研究

 ７． バイオマス変換技術に関する研究

 ８． 酒類製造技術

 ９． 微生物応用技術

 10． 木製品等の製造技術及び性能評価技術

研究手法習得コース

コース 内容 研修期間 参加費

参加者が担当研究員の個別指導により必要とする研究手法等を学
ぶことができます。

取組む課題に応じて設定
（原則として12ヶ月以内）

１名１ヶ月 2,000円

清酒製造コース
商品開発のための試作をとおして清酒製造技術を習得することが
できます。

１～２ヶ月（内容により） １名１ヶ月 2,000円

研究手法習得コース

鳥 取

 11． 機械加工技術

 12． 計測技術

 13． 生産システム化技術

 14． ３次元ソフトを利用した評価技術

 15． 金属材料の表面処理技術

 16． 金属材料の成形加工技術

 17． 環境リサイクル技術

 18． その他無機材料等の利用技術米 子

19．  食品衛生管理技術

 20． 食品加工技術

 21． 農産物等の食品素材化及び応用技術

 22． 健康志向型食品及び美容関連素材の開発

 23． 機能性評価技術
境 港

 １． 清酒製造技術

清酒製造コース　研修内容

鳥 取

事業目的1

事業内容（鳥取・米子・境港の３施設で実施）2

鳥取県産業技術センター人材育成事業について 令和元年度

ものづくり人材育成塾 （オーダーメイド型の人材育成コースです）

　企業の皆さまが抱える研究開発等の技術的課題の解決方法を習得するための研修です。研修を通じて、課題解決型の産業人材を育成します。

研修経費の支援があります。

次世代ものづくり人材育成事業

事業目的1

事業内容2

受 講 対 象 者3 県内に事業所を有する企業等の技術者

　ものづくりに携わる技術者の皆さまが抱える技術的課題の解決方法を習得するためのコースです。用意された19講座の中から選択していた

だき、ご要望に応じアレンジした座学と実習を通じて課題を解決することができます。

　「機械加工技術」、「製品設計評価技術」、「機械計測技術」、「機械制御技術」、「材料評価技術」の分野から選択可能な下記講座を用意しています。

【受講料】1講座1名につき 3,000円

機械素材研究所お問い合わせ先4 Tel 085９-3７-１８１１

受 講 対 象 者3 ⑴ 県内に事業所を有する企業等の技術者、研究者　⑵ 新事業開拓を行おうとする技術者等

企画・連携推進部 企画室お問い合わせ先4 Tel 0857-38-6205  Fax 0857-38-6210

機械加工技術

分野 講座名

製品設計評価技術

機械計測技術

機械制御技術

材料評価技術

NCプログラミング実習

CAD/CAM 実習

ワイヤーカット放電加工

フライス加工

旋削加工

研削加工

切削シミュレーション技術

製品設計・シミュレーション評価技術

機械計測概論

測定具使用上のノウハウと勘所

機械製図と幾何公差および表面粗さ表記内容の習得

三次元測定実習

ISO9001に係るトレーサビリティと測定具の管理・校正

シーケンス制御基礎

PLCによるシーケンス制御

産業用ロボットの基礎

材料の強度評価

組織観察および硬さ試験方法

鋼の熱処理

その他の人材育成支援事業

※各事業の詳細は、決まり次第ホームページ等でお知らせします。

「CAD/CAM 実習」講座の様子 「鋼の熱処理」講座の様子

「機械計測概論」講座の様子 技術講習会の様子

FE-SEM

微小異物前処理装置

【新規】　AI・IoT・ロボット導入実証支援プラットフォーム構築事業

お問い合わせ先
TEL:(0857)38-6200 (代表)

TEL:(0859)37-1811 (代表)

電子・有機素材研究所　

機械素材研究所　

事業内容
「ロボット操作」、「AI活用画像検査」、「IoTネットワーク」等の製造工程のスマート化に必要
となる技術について実践研修を行います。

受講対象者 電気・電子関連、機械・金属関連、食品製造企業

【新規】　分析技術能力強化事業

お問い合わせ先

事業内容 製品不良や異物の原因特定に使用する分析機器について、実習をまじえた講習会を行
います。

受講対象者 電気・電子関連企業、機械・金属関連企業等の品質管理または製品開発のご担当者

お問い合わせ先

事業内容

受講対象者

【継続】　木製品開発技術人材育成支援事業

お問い合わせ先 電子・有機素材研究所　 TEL:(0857)38-6200 (代表)

事業内容

木製品関連分野での技術、製品開発力と製造技術力向上を目指したセミナーと技術講習
会を行います。

受講対象者

木質系インテリア内装、建具、家具、木工クラフトに携わる企業技術者等

【継続】　食品開発・品質技術人材育成事業

お問い合わせ先

事業内容
食品の衛生・品質管理、食品加工(粉末化)、製品開発における評価(健康機能性成分や味
や香り)等について実習をまじえた講習会を行います。

受講対象者 食品関連企業、6次産業・農商工連携事業者の品質管理および製品開発のご担当者

【継続】　食の安全・安心(普及啓発)事業

お問い合わせ先

事業内容
食品工場の衛生管理対策の基礎となる7Sの導入方法やHACCPシステム、異物混入対
策等のHACCPの構築につながる技術研修を行います。

受講対象者 食品関連事業者

電子・有機素材研究所　

機械素材研究所　

TEL:(0857)38-6200 (代表)

TEL:(0859)37-1811 (代表)

電子・有機素材研究所　 TEL:(0857)38-6200 (代表)

食品開発研究所　 TEL:(0859)44-6121 (代表)

食品開発研究所　 TEL:(0859)44-6121 (代表)

（オーダーメイド型の人材育成事業です）

高品質な日本酒製造の実績がある外部講師による発酵管理技術や最新情報の講演会を
行います。また、鑑評会出品レベル吟醸酒、純米吟醸酒および差別化を狙った低アル
コール純米吟醸酒の試験醸造の試作品と試験データについて情報提供します。

酒類の製造および品質管理のご担当者

【新規】　鳥取県産酒ブランド力向上支援事業
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